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マーク説明�

パソコンでも講座・イベント・施設情報を探せます！随時更新中！ 詳しくは→�

　大阪市内にある24の図書館では、子どもといっしょに楽しめる

さまざまなイベントが開催されています。定期的なものから、

年に一回だけといった限定のものまで多種多彩。今回はその

いくつかをたずねてみました。�

�

　まずは『阿倍野図書館』。�
　ここでは「折り紙教室」に参加してきました。子どもから年配の

方まで幅広い年代の参加者がいました。講師は田坂節子さん。

（この方『こどもの経済学』という著作もある経済学の学者

さんです）テーブルを回って作り方の説明をしていきます。

一枚の色紙を台形のような形に折り、それを組み合わせて、三

角すいや立方体を作っていきます。私も挑戦してみましたが、

最初の形すら簡単にはいきません。でも、周りではみんなスイ

スイと作業がはかどっている様子。�
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 （梅木）「どうしてそんなに上手にできるの？」�

 （6歳くらいの女の子）「いつもおうちで折り紙してるから」�

 （そのお母さん）「雨の日といえば折り紙なんです。そのために �

　　　　　   　　 色紙の買い置きもたくさんあります」�

ほかにも「子どもと一緒になって、ワイワイ言いながら折り紙す

ると楽しいですよ」との声もありました。�

�

　つぎは『大正図書館』。�
　ボランティアグループ「アナンシ」さんのおはなし会。「おは

なしのへや」は満員。子どもが座るのにちょうどいいサイズの

赤い椅子が楽しい雰囲気を盛り上げます。楽譜付きの絵本

『はじめまして』は歌で読み聞かせ。 詩の絵本『のはらうた』には

手づくりのみみずやもぐらの人形が登場します。最後は部屋を

暗くして“おはなしのろうそく”に火をともし、おはなし（ストー

リーテリング）が始まります。怖がる子がいるかな？と思ったの

ですが、引き込まれていくように身を乗り

出して聴いています。�

 （梅　木）「きょうは楽しかった？」�

 （子ども）「いつもきてるよ。もぐら

　　　　  さんやみみずさんがでて

　　　　　きておもしろかった」�

「妻が買い物しているので、�

（お隣りはスーパーです）きてみたら、�

誘われたので入ってみました。初めて知り�

ました」というお父さんの姿も。�

�

　最後は『都島図書館』の「ポンポン劇場」。�
　“大型立体紙芝居”という案内に「百聞は一見にしかず」と

でかけてみました。紙芝居作成、台本、演出すべてをひとりでこ

なしているのは80歳の内藤磯美さん。�
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　紙芝居とぺープサートが一体になったようなものですが、よ

く知っているはずの『桃太郎』がとびきりおもしろく感じられる

のは、内藤さんの人柄がでているからでしょうか。ここはベビー

を連れたママの参加者が多かったようです。�

�

　近くにある図書館へお散歩気分ででかけてみませんか？�

お友達やサークルなどとの出会いが待っているかもしれませんよ。�

（文・写真：梅木智子）�

※図書館のイベントは毎号Ｐ20、21に掲載しています�

これが手づくりみみずさんです。�
（by「アナンシ」さん）�
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